
北海道コンクリート診断士会 

令和 4年度 第 14回通常総会 

令和 4年 4 月 18 日（月） メール配信 



「令和 4 年度 第 14 回 通常総会 目次」 

１．第 1 号議案 令和 3 年度 事業報告           p  1 

 ・第 13 回通常総会                     p  4

 ・講演会                          p  8

 ・普及講習会                        p 11

 ・第 1 回コンクリート診断技術研修会            p 14

 ・第 2 回コンクリート診断技術研修会            p 17

２．第 2 号議案 令和 3 年度 事業決算書           p 20 

３．第 3 号議案 令和 4 年度 事業計画（案）        p 22 

４．第 4 号議案 令和 4 年度 事業予算書（案）       p 23 

5．活動実績 

「JCD かわら版」                   p 24 

「設立 10 周年記念誌」      p 41 

6．コンクリート診断士関連情報（日本コンクリート工学会）   

 ・令和 3 年度試験結果概要                 p 54

 ・県別・業種別登録者数                   p 55



令和3年度 事業報告 

１．第13回通常総会 

  令和 3年 4月 20日（火） 13:35～   「札幌コンベンションセンター」 

  ・総会議題 

 ① 第 1 号議案 令和 2年度事業報告 

       ② 第 2 号議案 令和 2年度 事業決算書 

       ③ 第 3 号議案 令和 3年度 事業計画（案） 

       ④ 第 4 号議案 令和 3年度 事業予算書（案） 

       ⑤ 第 5号議案 年会費の改定（案）

⑥活動実績・ＪＣＤかわら版（日本コンクリート診断士会） 

       ⑦ コンクリート診断士関連情報（日本コンクリート工学会） 

  ・会長挨拶 北海道コンクリート診断士会会長 横田 弘 氏 

         （正会員：25 名、賛助会員・個人：2、賛助会員・法人：4社、委任状：67 

 計 98 名（※総会成立数 97 以上） 

２．特別講演会（担当：事務局）

  令和 3年 4月 20日（水） 14:30～  「札幌コンベンションセンター」 

   ・演題  「より良い設計と複合構造」       

   ・講師  北海道大学大学院工学研究院 北方圏環境政策工学部門 助教  古内 仁 氏 

（出席者：正会員 24 名、賛助・個人 2 名、賛助・法人 2 社・2名 計 28 名）

   ・内容 1.より良い構造物の設計のために 

①北海道における構造物設計研究小委員会の活動紹介 

（北海道土木技術会コンクリート研究委員会） 

2.鋼コンクリート複合構造物とは ・複合構造とは  

①複合構造発展の歴史 ・コンクリート構造物の補修 

②補強と複合構造物の関係 ・構造物の例 ・複合構造のメリット  

③北海道内の特徴的な複合構造の事例 ・複合構造物の維持管理  

④複合構造物の設計上の課題  

3.研究紹介  

①スタッドを用いた鋼板コンクリート合成版の研究紹介  

4.おわり

3．診断士普及講習会 （担当：事務局） 

令和 4年 9月 29 日（水） 10:00～ 「オンライン方式」 

 ・内容 「コンクリート診断技術と診断士試験過去問題の解答・解説」 

①択一式問題の演習・解説  

②択一式(計算)問題の演習・解説  

・講師 日本データーサービス株式会社 設計診断部長 木村 博史 氏 （当会正会員）  

第 1号議案



（出席者：会員紹介者  計 12 名） 

4．第１回コンクリート診断技術研修会 （担当：事務局）

令和 3年 7月 1日（木） 10:00～ オンライン方式 

  ・内容 「有限要素法によるコンクリート構造物の性能評価」

1.コンクリート構造物のプロセス 

 2.コンクリート構造物の要求評価、性能評価の必要性  

3.性能評価の手法  

4..FEM による実験の解析事例  

5..解析を用いた性能評価手法の現在と将来 

 6.FEM 解析による性能評価事例・検討事例  

7.非線形有限要素解析による性能評価事例  

①RC ラーメン鉄道高架橋の破壊追跡  

②RC ラーメン鉄道高架橋の収縮解析  

③腐食した RC 桟橋の解析  

④斜材破断した鋼トラス橋の解析  

⑤腐食した合成桁橋の解析 

8.おわりに 

  ・講師   北海学園大学工学部 教授 高橋 良輔 氏 

（出席者：正会員 19名、賛助・法人 3名 計 22 名） 

5．第 2回コンクリート診断技術研修会 （担当：事務局）

 令和 3年 10 月 4 日（月） 9:30～ オンライン方式 

  ・内容 「コンクリートの凍結融解破壊に及ぼすさまざまな空隙 の作用力と微視的破壊機構」

1.Background 盛土材料 

           2.Nf と最低温度の関係 

           3.空隙の種類と凍害における作用力 

           4.遷移帯空隙量の算出 

           5.遷移帯体積、水セメント比の違いによる当該破壊現象の検証 

           6.実験概要 

            ①調合・凍結融解試験概要 

            ②遷移帯空隙量 

            ③顕微鏡観察 

           7.結果・考察 

            ①促進凍結融解試験 

            ②ひび割れ画像解析 

            ③評価式の提案 

           8.まとめ

・講師   北海道大学大学院工学研究院 建築材料学研究室 准教授 北垣 亮馬 氏

（出席者：正会員・紹介者 21 名、賛助・個人 1 名、賛助・法人 9 名 計 31 名）



6．役員会（担当：事務局）

(1) 第 1 回役員会（メールによる） 

   令和 3年 3月 23 日（火） 

   ・内容  ①「第 13 回通常総会議案」内容の確認 

②総会資料の添削 

         ③その他 

●令和2年度 事業計画、総括 

事業名（計画） 実施 未実施 

第 13回通常総会（4月開催） ◎  

特別講演会 ◎  

コンクリート診断士普及講習会 〇  

第１回コンクリート診断技術研修会 （7 月開催） ○  

第２回コンクリート診断技術研修会 （10 月開催） 〇  

外部講師派遣  ● 

講演会・セミナー等後援  ● 

注：◎印 実地開催、〇印 オンライン方式による開催、●印 未実施 

◆令和 3年 会員数の推移（令和 2年 1月～令和 2年 12 月） 

(1) 新規加入        (2) 退会              (3) 登録解除（会費未納他）対象 

    ①正会員 ： 3 名       ①正会員 ： 3 名         ①正会員 ：  3 名 

    ②賛助・個人： 1 名      ②賛助・個人： 1 名        ②賛助・個人：  0 名 

    ③賛助・法人： 1 社       ③賛助・法人： 0 社       ③賛助・法人：  0 社 

        計     2 名        計    4 名        計     3 名 

■令和3年末 会員登録数内訳 

   ①正会員          112 名 

   ②賛助会員・個人      7 名 

   ③賛助会員・法人      24 社 



事業活動（通常総会）報告書－１

1 活動名称 令和 3 年度 第 13 回通常総会

※参加者：98名（委任状含む）

2 実施日時・場所 令和 3 年 4 月 20 日（火）

ホテル札幌ガーデンパレス

13：30 ～ 14：30

3 担当幹事 事務局

4-1
実施内容・名称-1 「議案 第 1号議案～第 5議案まで」

4-2 総会の概要

・第１号議案  令和 2 年度事業報告

・第２号議案  令和 2 年度事業決算書

・第３号議案  令和 3 年度事業計画（案）

・第４号議案  令和 3 年度事業予算書（案）

・第５号議案  年会費の改定

・その他

4-3 対応 北海道コンクリート診断士会

会長、副会長、幹事、監査役、事務局



事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－２

5 実施状況写真

(1) 







事業活動（講演会）報告書－１

1 活動名称 令和 3 年度 講演会

※参加者：28名

2 実施日時 令和 3 年 4 月 20 日（火）

札幌コンベンションセンター

14：30 ～ 16：00
3 担当幹事 事務局

4-1 実施内容・名称-1
「より良い設計と複合構造」

4-2 講義の概要 ○より良い構造物の設計のために

北海道における構造物設計研究小委員会の活動紹介

（北海道土木技術会コンクリート研究委員会）

○鋼コンクリート複合構造物とは

・複合構造とは

・複合構造発展の歴史

・コンクリート構造物の補修・補強と複合構造物の関係

・構造物の例

・複合構造のメリット

・北海道内の特徴的な複合構造の事例

・複合構造物の維持管理

・複合構造物の設計上の課題

○研究紹介

スタッドを用いた鋼板コンクリート合成版の研究紹介

○おわりに

4-3 講師（氏名・所属会社名） 北海道大学大学院工学研究院

助教 古内 仁 氏



事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－２

5 実施状況写真

(1) 





事業活動（研修会・講習会等）報告書－１

1 活動名称 令和 3 年度 普及講習会

※参加者：12 名

2 実施日時 令和 3 年 9 月 29 日（水）

10:00 ～ 15:00（オンライン方式）

3 担当幹事 事務局

4-1 実施内容・名称-1
「コンクリート診断技術と診断士試験過去問題の

解答・解説」

4-2 講義の概要

・コンクリート診断技術（試験の傾向）

・択一式問題（2020 年度および過去の類似問題）の

解答・解説

4-3 講師（氏名・所属会社名）

・日本データーサービス(株) 設計診断部部長

木村 博史 氏



事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－２

5-1 実施状況写真

「コンクリート

診断技術と診断

士試験過去問題

の解答・解説」



事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－3

5-2 実施状況写真

「コンクリート診

断技術と診断士試

験過去問題の解

答・解説」



事業活動（研修会・講習会等）報告書－１

1 活動名称 令和 3年度 第 1回コンクリート診断技術研修会

※参加者：22名

2 実施日時 令和 3年 7月 1日（木）

10:00 ～ 11:30（オンライン方式）

3 担当幹事 事務局

4-1 実施内容・名称-1
「有限要素法によるコンクリート構造物の性能評価」

4-2 講義の概要

・コンクリート構造物のプロセス

・コンクリート構造物の要求評価、性能評価の必要性

・性能評価の手法

・FEMによる実験の解析事例

・解析を用いた性能評価手法の現在と将来

・FEM解析による性能評価事例・検討事例

・非線形有限要素解析による性能評価事例

RCラーメン鉄道高架橋の破壊追跡

  RCラーメン鉄道高架橋の収縮解析

  腐食した RC桟橋の解析

  斜材破断した鋼トラス橋の解析

  腐食した合成桁橋の解析

4-3 講師（氏名・所属法人名）
北海学園大学工学部 教授 高橋 良輔 氏



事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－２

5-1 実施状況写真

「有限要素法によ

るコンクリート構

造物の性能評価」

（オンライン方式）



事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－3

5-2 実施状況写真

「有限要素法によ

るコンクリート構

造物の性能評価」

（オンライン方式）



事業活動（研修会・講習会等）報告書－１

1 活動名称 令和 3年度 第 2回コンクリート診断技術研修会
※参加者：31名

2 実施日時 令和 3年 10月 4日（月） 

9:30 ～ 10:30（オンライン方式）

3 担当幹事 事務局

4-1 実施内容・名称-1 
「コンクリートの凍結融解破壊に及ぼすさまざまな空隙

の作用力と微視的破壊機構」 

4-2 講義の概要

・Background 
・Nfと最低温度の関係
・空隙の種類と凍害における作用力

・評価式による整理

・セメントペーストの弾性係数の算出 

・遷移帯空隙量の算出

・遷移帯体積、水セメント比の違いによる当該破壊現象の

検証

・実験概要

  調合・凍結融解試験概要

  遷移帯空隙量

  顕微鏡観察

・結果・考察

  促進凍結融解試験

  ひび割れ画像解析

  評価式の提案

・まとめ

4-3 講師（氏名・所属法人名）

北海道大学大学院工学研究院 建築材料学研究室

准教授 北垣 亮馬 氏 



事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－２

5-1 実施状況写真

「コンクリートの

凍結融解破壊に及

ぼすさまざまな空

隙の作用力と微視

的破壊機構」 

（オンライン方式）



事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－3 

5-2 実施状況写真

「コンクリートの

凍結融解破壊に及

ぼすさまざまな空

隙の作用力と微視

的破壊機構」 

（オンライン方式）



１．収入の部

項　　　　目 R3年度予算 R3年度決算 比較 記　　事

円 円 円

　前年度繰越金 3,236,112 3,236,112 0

　今期収入計（下記内訳） 848,225 818,761 29,464

　・【会費】個人 5,000円他/人 570,000 324,460 245,540 正会員111人,賛助・個人6人、計117人

　　　　 法人  30,000円/社 720,000 451,000 269,000 法人会員 24社

　 　・預金利息、雑収入 25 31 △ 6 銀行利息（2月、8月）他

　   ・外部講師 100,000 43,270 56,730 建設業協会セミナー他

　　　・会費（前期）相殺分 -541,800 0 △ 541,800

収入の部合計 4,084,337 4,054,873 29,464

２．支出の部

項　　　　目 本年度予算 本年度決算 比較 記　　事

円 円 円

　１）総会（4/20） 90,000 46,560 43,440

会場費 20,000 17,960 2,040 札幌コンベンションセンター

雑費 70,000 28,600 41,400

　２）講演会（4/20） 51,000 31,000 20,000

会場費 0 0 0 札幌コンベンションセンター

講師料 31,000 31,000 0

雑費 20,000 0 20,000 総会会場費に含む

　３）慰労・祝賀会 0 0 0

会場費 0 0 0

雑費 0 0 0

　４）10周年記念誌（5/14発刊） 0 0 0

印刷・製本費 0 0 0

原稿製作・編集費 0 0 0

　５）診断士普及講習会（ｵﾝﾗｲﾝ9/29） 135,000 50,220 84,780

会場費 15,000 0 15,000

講師料 90,000 50,000 40,000

雑費 30,000 220 29,780

　６）第1回技術研修会（ｵﾝﾗｲﾝ7/1） 112,000 30,495 81,505

会場費 20,000 0 20,000 札幌コンベンションセンター

講師料 62,000 30,000 32,000

雑費 30,000 495 29,505

　７）第2回技術研修会（ｵﾝﾗｲﾝ10/4） 122,000 20,330 101,670

会場費 20,000 0 20,000

講師料 62,000 20,000 42,000

雑費 40,000 330 39,670

　８）現場研修会 0 0 0

謝礼他 0 0 0

バス代 0 0 0

雑費 0 0 0

　９）外部講師費 100,000 43,270 56,730

講師料他 100,000 43,270 56,730 室蘭建設業協会講習会他

10）前年度ＨＰ更新費 120,000 120,000 0

更新ならびに運営費 120,000 120,000 0

11）事務費 540,000 376,900 163,100

　　　事務局運営費 240,000 240,000 0

　　　旅費・交通費 100,000 22,500 77,500

　　　什器・備品 200,000 114,400 85,600

12）日本コンクリート診断士会負担金 90,000 81,295 8,705

　　　小　計 1,360,000 800,070 559,930

13）その他予備費 2,724,337 0 2,724,337

支出の部合計 4,084,337 800,070 3,284,267

令和3年　北海道コンクリート診断士会　事業決算書

収入4,054,873円-支出800，070円=次年度繰越金3,254,803円

第２号





令和4年度 事業計画（案） 

① 研修会 （会則４条（１）コンクリート診断技術の向上のための活動） 

Ⅰ.コンクリート最新技術に関する研修

Ⅱ.調査・診断、非破壊試験機器の研修

Ⅲ.会員の診断・補修工事に関する実施例報告

Ⅳ.補修・補強材料、工法等の各種協会との情報交換ならびに連携

Ⅴ.診断・補修工事における積算・歩掛の確立（技術部会）

Ⅵ.建設業界における認知度向上に向けた広報活動の推進

② 現場研修会   （会則４条（１）コンクリート診断技術の向上のための活動） 

 ◇診断・補修工事、土木遺産、大規模プロジェクト（土木・建築）の見学

③総会・講演会  （会則４条（２）コンクリート診断士の品位保持に関する活動） 

④ 診断士普及講習会（会則４条（３）コンクリート診断士制度の普及） 

⑤ 外部講師派遣  （会則４条（１）コンクリート診断技術の向上のための活動） 

⑥ 技術部会・広報活動・後援等（会則４条（３）コンクリート診断士制度の普及） 

事業計画工程表（過年度実施・今年度（案）） 

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 

R2 年 ―
30 日③
(総会) 

22,25 日
⑤

24 日
⑤

19 日
試験

（12/20 に

変更）

6,7 日
⑤

―
9,15 日
⑥①

26 日
⑤

R3 年 ― ―
20 日

③(総会) ― ―
1 日

①
―

29 日

④

4 日・31 日

⑥試験
―

R4 年 
下旬
⑥

―
下旬

③(総会) 
中･下旬
④⑤

下旬
①

上旬・24 日
①試験

― ―
下旬
⑥

―

第 3 号議案



１．収入の部

項　　　　目 R4年度予算 R3年度決算 比較 記　　事

円 円 円

　前年度繰越金 3,236,112 3,236,112 0

　今期収入予定（下記内訳） 903,025 818,761 84,264

　・【会費】個人  3,500円/人 403,000 324,460 78,540 正会員111人,賛助・個人7人、計118人

　　　　 法人  20,000円/社 500,000 451,000 49,000 法人会員 25社

　 　・預金利息、雑収入 25 31 △ 6 銀行利息（2月、8月）他

　   ・外部講師 0 43,270 △ 43,270 建設業協会研修会他

収入の部合計 4,139,137 4,054,873 84,264

２．支出の部

項　　　　目 本年度予算 前年度決算 比較 記　　事

円 円 円

　１）総会費（4月下旬） 30,000 46,560 △ 16,560 メール決済

会場費 0 17,960 △ 17,960

雑費 30,000 28,600 1,400 配布資料作成等

　２）講演会（4月下旬） 41,000 31,000 10,000 オンライン方式

会場費 0 0 0

講師料 31,000 31,000 0

雑費 10,000 0 10,000 配布資料作成等

　３）慰労・祝賀会 0 0 0

会場費 0 0 0

雑費 0 0 0

　4）診断士普及講習会（5月下旬） 60,000 50,220 9,780 オンライン方式

会場費 0 0 0

講師料 50,000 50,000 0

雑費 10,000 220 9,780 配布資料作成等

　5）第1回技術研修会（6月下旬） 41,000 30,495 10,505 オンライン方式

会場費 0 0 0

講師料 31,000 30,000 1,000

雑費 10,000 495 9,505 配布資料作成等

　6）第2回技術研修会（未定） 41,000 20,330 20,670 オンライン方式

会場費 0 0 0

講師料 31,000 20,000 11,000

雑費 10,000 330 9,670 配布資料作成等

　7）外部講師費 50,000 43,270 6,730

講師料他 50,000 43,270 6,730 室蘭建設業協会講習会他

　8）ＨＰ更新費 120,000 120,000 0

更新ならびに運営費 120,000 120,000 0

　9）事務費 540,000 376,900 163,100

　　　事務局運営費 240,000 240,000 0

　　　旅費・交通費 100,000 22,500 77,500

　　　什器・備品 200,000 114,400 85,600

10）日本コンクリート診断士会負担金 90,000 81,295 8,705

　　　小　計 1,013,000 800,070 212,930

11）その他予備費 3,126,137 0 3,126,137

支出の部合計 4,139,137 800,070 3,339,067

令和4年　北海道コンクリート診断士会　事業予算書（案）

第４号議案
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一般社団法人 日本コンクリート診断士会

JCDかわら版

活動近況

詳しくはHPをご覧ください

http://www.jcd-net.or.jp/

2021.5.28
定時総会を書面決議にて開催

（一社）日本コンクリート診断士会 副会長 橘高義典

皆様のご健康を祈念して
おります

日本建築学会建築保全標準(鉄筋コンクリート造建築物)に期待する

温室効果ガスの削減目標達成を背景として，従来のフロー型社
会に変わり建築物をより長期に使用するストック型社会への移行
が求められています。そのような中、本年２月に日本建築学会・
材料施工委員会より「建築保全標準・同解説(鉄筋コンクリート
造建築物)」が発刊されました。本書は鉄筋コンクリート造の維
持保全に関して標準的な方法を示したものであり、これまでの建
築関係の指針・仕様書類とは異なりユニークな内容となっていま
す。というのも、日本建築学会が発刊している約30種に及ぶ建築
工事標準仕様書・同解説(JASS) は、新築工事を対象としたもの
であり、建物の長期維持に必要となる補修改修工事などについて
は触れていないからです。広く活用されているJASS５は、新築
時の鉄筋コンクリート工事の施工標準として建築物の質的向上と
合理化に貢献していますが、近年問題となっているコンクリート
の種々の劣化に対する診断・改修などについては、標準仕様書な
どの整備が遅れていました。国土交通省大臣官房官庁営繕部が発
行する建築保全業務共通仕様書は、建物の維持管理に関する仕様
書の一つですが、主に官公庁の建物を対象としたものであり一般
的な鉄筋コンクリート造建物に対しては今回の建築保全標準が汎
用性がありその適用範囲ははるかに広いです。また、日本建築学
会では今まで補修改修に関する指針、考え方などは示してきまし
たが、仕様書としての標準を示したのは初めてです。建築保全標
準はJAMS (Japanese Architectural Maintenance Standard)と略さ
れ、JASSと並んで今後耳にする機会が増えると思われます。
JAMS(鉄筋コンクリート造建築物)は３冊からなりますが、分冊
である 「JAMS 2 ‒ RC点検標準仕様書 ‒ 鉄筋コンクリート造建
築物」の中では、鉄筋コンクリート構造体の調査・診断計画書の
作成者に求められる資格の一つとして、コンクリート診断士が明
記されています。建物の長期使用が求められる中、鉄筋コンクリ
ート造建築物の長期品質向上にJAMSは大きく貢献すると考えら
れ、その役割の一部を担うコンクリート診断士の活躍にも大きく
期待したいと思います。



総 会 報 告
第25号 2021.6

2021年度（第12回）定時社員総会 成立の報告

総務部会長 竹内祥一

令和3年5月28日に電磁的記録により開催しました｢2021年度（第12回）定時社員総会｣は、議決権数1563

名に対して、出席者数1名、委任状出席916名、合計917名となり、過半数である782名を上回っております
ので｢2021年度（第12回）定時社員総会｣の議案はすべて可決されましたことを報告いたします。

【議案概略】
第1号議案 2020年度事業および収支報告について
○総務部会：第11回定時社員総会を実施、10周年記念誌の発刊のみ決定、第12回定時社員総会の計画、定款

細則の見直し変更についての検討
○企画部会：部会長会議を2回開催、JCIと意見交換会の開催、他部会のサポートとブラッシュアップの提案
○財務部会：上半期の中間決算を行った、試算表を基に2020年度の収支予測を行った、2020年度決算の実施
○技術部会：2020 年次発表会は中止
○広報部会：かわら版の発行JCIに配信 HPに掲載 全国の自治体に郵送、HP改定、10周年記念誌の完成
○会員部会：コロナ禍により加入促進等できなかった、広島県コンクリート診断士会が脱会、法人会員は1 社
入会1 社退会、その他未加入診断士会は7地区（山口県、奈良県、香川県、福岡県、宮城県、山形県、広島
県）
○事務局：理事 各部会および地区診断士会間の連絡調整、業務が円滑に行えるよう環境整備、部会活動の支
援、総会 理事会 部会長会議等を計画開催、理事会や部会長会議は電話やメールにて調整、理事会活動実績
（割愛）
○2020 年度収支報告および監査報告：（割愛）
第2号議案 2021年度事業および収支計画について
○総務部会：2021年度（第12回）定時社員総会の実施、定款・細則について今後の会の運営方針や時代に
合った内容への変更を検討、事務局運営のフォロー
○企画部会：日本コンクリート工学会との意見交換会の開催、部会長会議の開催（2回／年）、他部会の事業
のサポートとブラッシュアップ
○財務部会：中間決算(上半期分)の実施、2021年度決算の実施、適時試算表の確認を行い総務と協働して健全
な財務体質の構築に努める
○技術部会：JCD2021年次発表会は2021.11.12（金）宮崎県コンクリート診断士会主管にて計画する、次回年
次発表会開催地は理事会で検討し決定、講師派遣、コンクリート診断士受験者支援と診断士の資格所有者に対
する
技術力向上支援等への対応、コンクリート診断士技術力向上研修会の開催
○広報部会：かわら版の発行 全国の都道府県への配布を行う、HP の改定（保守管理方法等の再検討）
○会員部会：未加入地区診断士会の加入促進、空白地区の診断士会設立支援、個人会員、法人会員の加入促進
○事務局：会長 副会長 理事 各部会および地区診断士会間の調整、会員名簿の整備、会員証の内容の修正等、
会
員管理の充実を図る、各部会の活動支援、事務局長を逆井直人から竹内祥一に変更
○2021 年度収支計画：（割愛）
【報 告】
○会員数等報告：学術会員41名、正会員1522名、賛助会員113名、法人会員79社
○JCI コンクリート工学年次大会 2021（名古屋）のご案内
○各地区コンクリート診断士会の活動報告
○設立 10 周年記念誌について2021年5月中に発送を完了



地区診断士会の紹介

岡山県コンクリート診断士会

正会員 76名
準会員 6名
賛助会員（法人） 35社

岡山県コンクリート診断士会は、平成28年4月に設立され、設立5周年を迎えました。上記
に記載のとおり、多くの方に、また幅広い分野から参加して頂いています。活動内容は、「総
会」、「情報提供会」、「コンクリート診断士受験対策講座」、「現場見学会」です。昨年は、新
型コロナの影響もあり、多くの活動が制限されましたが、設立5周年を記念して、これまでの5
年間にわたり活動してきた活動内容を「テクニカルレポート」として取りまとめ、会員に配布す
ることができました。また、PRを兼ねて一部の発注者に配布しています。
総会では、毎回65名前後の参加者があり、特別講演を開催するとともに総会後には講演
者を取り囲んだ懇親会を設け、意見交換を行っています。講演者は、大阪大学の鎌田教授、
京都大学の河野教授、岡山大学の塚田教授の3名の学識経験者と首都高速道路の佐々木
元技術部長から貴重な講演を頂きました。
情報提供会では、賛助会員（法人）各社から、全8回にわたり、主にコンクリート構造物の点
検・調査・補修・補強に関する技術・工法の紹介、点検・調査報告、工事報告等多岐にわ
たっています。
コンクリート診断士受験対策講座では、まだ資格を取得していない準会員や会員以外の
方を対象に年2回計8回開催されています。コンクリート診断士試験の過去問題や新たに問
題を作成しながら択一問題や筆記問題について解説・模擬試験などを行っています。過去
の平均合格率は約13％となっています。
現場見学会は、各企業の協力により3回開催しています。
今後の活動は、会員相互の親睦と技術力の向上を図り、社会の発展や安全に貢献するこ
とを目的に活動して参ります。このため、会員のみに留まらず発注者や一般の方にも情報発
信に取り組んで行きたいと考えています。

情報提供会 懇親会

第25号 2021.6
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新技術紹介

鋼とコンクリート複合構造物の一体性向上用吹付モルタル

太平洋ゴムラテコーティング

国土交通省 新技術情報提供システム
ＮＥＴＩＳ登録番号 ＱＳ-1800041-A

東京支社
〒114-0014
東京都北区田端6-1‐1 田端ASUKAタワー16階
TEL：03-5832-5241 FAX： 03-5832-5271

Introduction
ゴムラテコーティングは、鋼とコンクリートの複合物において、
鋼材表面にあらかじめ吹付施工するだけで強い付着力に
より鋼とコンクリートの一体化をはかります。優れた硬化性や
防錆効果を持つゴムラテックスモルタルの特性により、構造
物の耐久性を向上させることができます。

ゴムラテコーティングパウダー
20㎏/袋

ゴムラテ混和液
18㎏/缶

Products

■配合例

ゴムラテコーティングパウダー ゴムラテ混和液

20㎏（1袋） 3.5～3.8㎏

■厚み=3㎜の時、1袋当り約4㎡

Performance

ゴムラテコー
ティング

コンクリート

塩化物イオン拡散イメージ 鋼とコンクリートの接合強度

20℃、気中養生 材齢28日

か株式会社三好商会
〒220-0004

神奈川県横浜市西区北幸2-8-4 横浜西口KNビル
TEL：045-328-3440 FAX：045-324-5029

鋼桁上面施工

鋼材表面施工

橋梁床板取替

合成床版
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狭所空間点検・調査ドローン（マイクロドローン）のご紹介

狭いところ、暗いところ、高い従来点検不可能な場所を
マイクロドローンが飛行し調査します。

従来のドローンと異なる手のひらサイズのマイクロドローンが
リスクを伴う点検業務に活躍します。橋梁の箱桁の内部やトン
ネルの中のコンクリートのクラック、漏水、エフロ等の変状を人
間の目視に代わり観察し動画データーを取得する。そこから3

次元解析、オルソーデータ、点群データなどを取得する。弊社
は、このドローンを用い点検業務を請け負います。

 LEDライトを搭載  小さくて、軽い

IBISで点検する施設・設備
■配管（ダクト）内部 ■ボイラー内部

■天井裏・地下ピット ■橋梁・高速道路の箱桁内部 ■天井梁・エレベーター・立体駐車場

■煙突内部

φ500mmの空間があ
れば飛行可能。重量
が185gのため、万一
の墜落の場合も施設
与える損傷は考えにく
い。

非破壊検査機器合同会社
URL https://hihakai-kiki.jp

〒188-0012東京都西東京市南町6-6-16-315
Tel:080-1151-8464/042-1633-1633
代表 小原勝次 E-mail:k-obara@hihakai-kensa.com

https://hihakai-kiki.jp/
tel:080-1151-8464/042-1633-1633
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設立10周年記念誌

一般社団法人日本コンクリート診断士会



コンクリート診断士会‐10周年を迎えて

(―社)日本コンクリート診断士会 会長 林  議F″維

コンクリートは高い耐久性能を有している優れた構造材料ですが、コンクリートの劣化メカニ

ズムに対して十分な知識がなかつた年代に建設された構造物や高度成長期に工期やコストの制約

から十分な注意が払われないままに建設されてしまった構造物などもあり、コンクリート造構造

物に劣化が目に見える形で表れて社会問題にまで発展してしまうケースも現れるようになつてき

た状況を踏まえ、日本コンクリートエ学協会 (現日本コンクリートエ学会)がコンクリート診断

士制度を立ち上げ、第 1回のコンクリート診断士試験が行われたのは2001年 7月 のことです。

コンクリート診断士に望まれるのは、幅広い知識と実践的能力であることを踏まえ、コンク

リート診断士相互での勉強会や情報交換が行われるようになり、福井県をはじめ、1各地にコンク

リート診断士会が発足しました。地区ごとのコンクリート診断士会が全国に展開し始めたことか

ら、地区コンクリート診断士会のプラットホームとしての役割を担う日本コンクリート診断士会

の設立が必要であると考えられるようになりました。そこで、すでに設立されていた14地区のコ

ンクリート診断士会が集まつて議論を重ね、2010年に本会を設立するに至りました。

この10年間、日本コンクリ■卜診断士会を構成する地区コンクリート診断士会も20地区となり、

会員数も法人会員を含め1800名強と約3倍にまで発展してきました。これもt会員皆様の努力とと

もに、コンクリートエ学会をはじめとして、全国の自治体、大学など、関係者の皆様のご協力の

おかげと感謝しております。

日本コンクリ下卜診断士会のコンセプトは、以下の3点であると考えています。

1.コ ンクリート診断士の信頼を高め、コンクリート診断士の社会的地位向上を図る

2日 地域に貢献する

3.プラットホームとして、全国のコンクリ‐卜診断士の連携を強化する

●このコシセプトを実行する|ために|この10年間手探りで走つてまいりました。これをきらに充

実させるために、す丸となって頑張うていかなければなりません。会員の皆様の更なるご協力と

関係各位のご支援を賜りたく、お願い申し上げます。              |   |

1/11
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2008年 福井県と大分県で開催されたワークシヨツプ「安全・安心を材料の観点

から推進するセキュアマテリアルの開拓一共同利用研究(東京工業大学応用セラ

ミックス研究所)代表者 小野 定―」で、初めて各地区のコンクリート診断士会

の現状、問題点について情報・意見交換がなされた事が、」CD設立への第一歩であ

る。そして2009年 2月 に開催された同ワークシ∃ップにて、その時設立されていた

地区診断士会 (14地区)が一丸となりJCD設立に向けて舵を切つたのである。
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すべての診断士の皆様の為に…

わが国では、戦後から高度経済成長期にかけて、道路、ダム(港湾t鉄道t建築物
等の社会資本の整備が図られ、膨大な投資が繰り返された結果、多くのコンクリー
ト構造物が構築されてきました。これらのコンクリート構造物は、経年とともに老
朽化が進み、一斉に経年劣化が顕在化し、重大事故の発生に繋がることが懸念され
ています。このことから、老朽化した大量のコンクリート構造物のストックを、効
率的に維持管理し、活用すること|が今後の構造物の管理者t技術者に課せら|れた最
大の課題となうています:‐   ■‐  ■|‐

| ‐■|  ■ ||  ‐■‐‐・ |‐

■ ■
|

しかしながら:既存ヨンクリ■|―卜構造物を適切に維持管理できる専門技術者は極 |

めて少ないのが現状です:その大きな理由は、構造物の維持管理には、コンクリー
トの新設に関する技術のみならず、調査・診断,補修・補強、維持管理などのきわ
めて広範な技術が要求され、さらに相当の経験が必要であることによるものと思わ
れます。

このような社会の要請に応えるべく、日本コンクリートエ学協会 .(」 CI).ではコン
クリ丁卜診断士制度を創設し、診断t補修■補強にかかわる専門技術者を社会に輩 |
出しています。そして,2001年に実施された第二回から2009年の第9回診断士試験ま
でに7,460名  (2010.4.1登 録者数)のコンクリート診断士を社会に送り出し、高い評
価を受けています。

しかしながら、コンクリート構造物の維持管理に関する技術進歩は著し<、 個々
の診断士が最新技術を常に保有●1活用し,社会に貢献していくには現状では十分な
対応が出来ず,社会的地位の確車に|よ至うていない状況にありますぎ   |‐ ‐

そこでt各地区に設立されているコンクリニト診断士会の活動を強力に支援しつ
つ、効率的な連携により、コンクリート診断士の技術力向上を図り、構造物管理者
へのPR等を通じて診断士制度の目的達成のために組織的な活動を通して社会へ貢
献するとともに、診断士の社会的信用・地位を向上することが必要です。

これらのことを実現するために現在,各地区に設立されている診断士会の活動を
「全国組織に拡大させt‐ より強固なものとすること」が診断士会を全国組織化する
ことの目的でありtその結果として大きなメリッートが得られると考え.ます。よってt‐

全国的な診断士資格を有|する者の集まりとして「日本コンクリート診断士会」を設
立することをご提案いたします。
本主旨をご理解の上、是非本会に御参加いただき、御支援を賜りますようお願い申
し上げます。
なお本提案は、日本コンクリ■卜工学協会のご指導・ご支援をいただきながら進 ‐

めてまいります:‐|  ‐   ■   ‐   ‐   ‐   ‐   |  ‐‐
|‐  ■■  ■  ‐|‐       ‐   |   ●  (以上)
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【20104再】
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羊 日本コンクリート診断士会が設立

2010年7月 23日設立総会
会員数636名

法人会員41社

一般社団法人として認定
2010年 9月 6日

◎
　
◎
　
◎

ホームページの開設

新潟県で合同見学会の開催

診断士受験対策講座の開催開始
講座は現在も続けられている
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【2012益再】

◎ JCD行動規範を制定

◎ HPに診断士受験コーナーを新設

◎ 静岡で合同見学会を開催

◎ 各地区に講師派遣
(静岡・長野・新潟・大分・京滋・北陸三県)

【2011盗F】

」CIサスティナブル委員会に参加

」CDバンフレットの作成

会員証の作成・配布

東日本大震災の被災状況調査の実施

東京で合同見学会の開催

◎

◎

◎

◎

◎

5/11



【2013益再】
◎ JCIイ ンフラドツク委員会に参加

◎ 第1回業務体験発表会の開催 (東京)

◎ 筑波で合同見学会を開催

ニ ューース

lll

コンク リー トエ学 2014.6に 掲載 され た記事

一般社団法人日本コンクリート診断士会行動規範

本会員は、日本コンクリートエ学会の定めたコンクリート

診断士倫理規定を遵守し、コンクリート構造物の信頼性を高
め、社会基盤の整備に寄与することを念頭に置き行動するも

のとする。また、その使命、社会的地位および職責を自覚し、
コンクリー ト構造物の診断技術の研鑽に励み、つねに中立・

公正を心がけ、専門技術者としての自負を持ち、本行動規範
の実践に努め行動する。

(品位の保持 )

1.本会員は、つねに品位の保持に努め、強い責任感をもつて

職務を遂行する。                 |‐ |‐■‐

(名称の表示)    .               ‐

2.本会の正会員は、診断行為を実施する際、「コンクリート|‐

診断士」であることを1表示する。
(信用失墜行為の禁止)

3.本会員は、改ざん、ねつ造、偽造、偽装など当会の信用を
失墜する行為をしない。

(守秘義務)     ‐

lR評鬱テ予弾
1本会員は、つねに専ri技術を研鑽し、その向上を図る。

(中立 。公正の堅持)                 ・

6.本会員は、診断業務を行うにあたり、利害関係にとらわれ
ることなく、中立・公正を堅持する。

7.本会員は、専門的知言讀 技術t経験を踏まえ、総合的見地
から診断を遂行する。

(業務の報酬 )

8,本会員は、業務の依頼者に対して正当な報酬を請求する。

(明確な契約)

9.本会員は、業務を受託するにあたり、業務開始前に依頼者

に対し自己の立場、業務範囲などを明確に表明して契約
を結び、当該業務遂行上両者間で紛争が生じないように

努める。

(公正、自由な競争 )

10.本会員は、公正かつ自由な競争の維持に努める。

(診断士1目互の信頼 )

11.本会員は、全てのコンクリート診断士と相互に信頼し合

い、相手の立場を尊重し、他のコンクリート診断士の

名誉を傷つけ、あるいは業務を妨げるようなことはし

ない。

(他分野の専門家との連携)

12.本会員は、業務に必要な場合は、進んで他の専門家、あ

るいは技術者と連携することに努める。

(人材の育成)

13.本会員は、自己の人格、知識、および経験を活用して人

材の育成に努め、それらの人々の専門的能力を向上さ

せるための支援を行う。

以 上
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【201‐4益再】

◎

◎

◎

◎

◎

部会長会議の開催

」CIと の意見交換会の開催

第2回業務体験発表会の

メールかわら版の

会員証の裏面に

【2015釜再】
◎ 第3回業務体験発表合の開催 (石川県)

◎ 石川県で合同見輸 僣||■  ■

◎ 」CIとの意見交換会の開催

◎ 」CI年次大会の国土交通省担当官による
|1講演会で」CDを PR I‐

|‐ |‐
‐ |
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会員―の1推移

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18富山県コンクリート診断士会

19宮城県コンクリート診断士会

20(―社)熊本県コンクリァト診断士会

21岡山県コンクリート診断士会

22直接入会会員

会 員 数 計

法人会員

名  称

福井県コンクリート診断士会

鳥取県コンクリート診断士会

島根県コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

NPO法人 石川県コンクリート診断士会

NPO法人 大分県コンクリート診断士会

青森県コンクリ=卜診断士会

静岡コンクリート診断士会

京滋コンクリート診断士会

高知県コンクリート診断±会

新潟県コンクリート診断士会

長野県コンクリート診断士会

北海道コンクリート診断士会

東海コンクリート診断士会

広島県コンクリート診断士会

宮崎県コンクリート診断士会

(―社)福岡コンクリート主任技師・診断士会

東京コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

設立  第2回  第3回  第4回  第5回  第6回

2010    2011     2012    2013    2014    2015

83      87     104

26     32     37

64      65      75

82     191     189

72      72      80

62      69      72

37     43     49

44     50     61

16    18    16

25     30     35

82    105     112

49     59     65

16    128     136

45     60     92

71      72      79

-    94   95

9       12

1184    1309

67     71

第7回  第8回

2016    2017

116    128

44     48

78     87

211  212
80     104

72     72

51      53

68     73

15     20

36     46

121     125

68     74

129    122

98     103

80     91

95     94

47     36

10      8

1494   1617

71      72

東京コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

静岡コンクリート診断士会

日本コンクリート診断士会

東海コンクリート診断士会

第9回  第10回

2018    2019

148     154

50     55

89     91

198     192

103     107

79      81

55     55

76      77

21      22

46      48

129     120

71      74

123     125

116    131

89     89

94     95

66     70

12    12

51      58

-      83

9       10

1625    1749

75     82

５
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１

　

２

　

８

　

５

　

０

　

４

　

６

６６

２４

５７

５７

６２

５２

３‐

３４

‐ ５

２３

８７

５３

８５

２７

一

陸

　

１

２

３

４

５

６

７

50

34

43

140

55

49

24

45

14

21

80

12

62

7

一　
　
一　
　
一
　

一
　

一
　

一

５

　
２

　

４

６

　

１

　

４

６４

＝
　
一

二

　

一
　

一

一　
　
一
　

一
　

一

二

一

一

一

＝

８５

６３

一　
　
二

　

一
　

一

８

　
１

　
４

３

　
４

13

916

55

氏 名

小林 剛

毎田 敏郎

仲田 昌弘

磯川 省三

大野 ―昭

天野 智雄

逆井 直人

山内 昌

JCDは常に幹事に支えられ活動しておりました

歴1代1幹事■覧
氏 名

小野 定

田澤 雄二郎

重松 和男

木村 克彦

降矢 良男

峰松 敏和

星野 富夫

篠川 俊夫
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歴代理事一覧
氏 名

林 静雄

小野 定

佐藤 嘉昭

田澤 雄二郎

石川 裕夏

奥田 由法

有本 尚巳

長谷川 光弘

奈良 裕

名倉 昭三

井田 豊

毎田 敏郎

伊藤 司郎

上原 泰正

日堂 俊之

原田 隆敏

竹内 祥一

岡崎 勝信

奥村 智洋

米倉 亜州夫

岸川 英樹

田畑 雅幸

大和 竹史

細谷 多慶

本田 明

森 直生

勇 秀忠

天野 智雄

竹内 一博

小林 信一

役 職

会 長

副会長

事務局長(兼任 )

副会長

企画部会長

会員部会副部会長

事務局長

企画部副部会長

企画部会長

副会長

技術部会長

技術部副部会長

技術部会副部会長

広報部会長

広報部会副部会長

広報部会副部会長

広報部会長

会員部会長

会員部会副部会長

会員担当

広報部会長

会計担当

財務部会長(一時総務)

事務局長

監  事

監  事

会員担当

広報部会副部会長

会員担当

企画部会副部会長

会員部会長

企画部会長

会計担当

総務部会副部会長

総務部会長

企画部会副部会長

総務部会副部会長

技術部会副部会長

技術部会長

技術部会副部会長

会員部会部会長

広報部会副部会長

監  事

総務部会副部会長

会員部会副部会長

監  事

企画部会副部会長

技術部会副部会長

広報部会長

会員部会副部会長

会員部会副部会長

期 間

2010年 ～現 在

2010年 ～現 在

2018年 ～現 在

2010年 ～2018年

2010年 ～2014年

2014年～2016年

2016年 ～2018年

2010年 ～2014年

2014年 ～2018年

2018年 ～現 在

2010年 ～2016年

2016年 ～現 在

2010年～2014年

2010年～2012年

2012年～2014年

2010年 ～2012年

2012年～2014年

2014年～2016年

2016年 ～現 在

2010年 ～2014年

2014年 ～2018年

2010年 ～2014年

2014年 ～現 在

2010年 ～2016年

2010年～2016年

2010年～2014年

2012年～2014年

2014年 ～現 在

2012年 ～2014年

2014年 ～2016年

2016年 ～2018年

2018年 ～現 在

2012年 ～2014年

2014年～2016年

2016年 ～現 在

2014年 ～2018年

2018年 ～現 在

2014年 ～2016年

2016年 ～現 在

2014年 ～2018年

2018年 ～現 在

2014年 ～2018年

2014年 ～現 在

2016年～2018年

2016年 ～2018年

2016年 ～現 在

2018年 ～現 在

2018年 ～現 在

2018年 ～現 在

2018年～現 在

2018年～現 在

2020.3.31現在

所  属

東京工業大学 。東京コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

NPO法人大分県コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

福井県コンクリート診断士会

石川県コンクリート診断士会

鳥取県コンクリート診断士会

京滋コンクリート診断士会

青森県コンクリート診断士会

静岡県コンクリート診断士会

島根県コンクリート診断士会

東京コンクリート診断士会

新潟県コンクリート診断士会

北海道コンクリート診断士会

長野県コンクリート診断士会

高知県コンクリート診断士会

東海コンクリート診断士会

宮崎県コンクリート診断士会

鳥取県コンクリート診断士会

広島県コンクリート診断士会

京滋コンクリート診断士会

北海道コンクリート診断士会

福岡県コンクリート診断士会

法人 (ラ ンデス(株 ))

新潟県コンクリート診断士会

富山県コンクリート診断士会

(―社)熊本県コンクリート診断士会

静岡県コンクリート診断士会

NPO法人大分県コンクリート診断士会

法人 ((株)太平洋コンサルタント)
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一般社団法人 日本コンクリー ト診断士会
WWW.10d口net.or.ip

〒452-0901 愛知県清須市阿原池之表 153

Tel:052-934-7877  FAX: 052-934-7857

E―mail:infoqcd― net.。。jp





コンクリート診断士 県別・業種別登録者数 （2021/04/01現在）

官庁
独立行政
法人・事
業団等

地方自治
体等

大学・学
校

設計事務
所

コンサル
タント

エンジニ
アリング

セメント 混和材料
生コンク
リート

コンク
リート製

品
建設 調査診断 試験

電力・ガ
ス

鉄道 道路 その他

北海道 17 23 17 6 22 319 7 16 3 29 38 290 25 4 12 10 4 44 886 6.3%
青森県 2 1 3 1 3 21 3 1 0 17 4 27 1 0 3 0 3 3 93 0.7%
岩手県 3 2 11 1 0 22 1 0 1 15 4 34 1 0 3 2 2 5 107 0.8%
宮城県 5 5 17 3 6 105 7 11 5 18 13 213 15 3 14 3 10 23 476 3.4%
秋田県 0 1 10 0 0 26 2 0 0 8 3 27 0 0 0 1 0 6 84 0.6%
山形県 3 0 5 1 1 23 0 0 1 11 8 18 1 0 0 0 3 1 76 0.5%
福島県 2 3 8 2 2 18 1 1 0 13 6 25 1 0 4 0 2 6 94 0.7%
茨城県 4 8 4 0 1 33 2 3 0 8 8 69 5 2 2 0 3 7 159 1.1%
栃木県 0 0 8 0 0 18 1 1 0 3 6 45 1 0 3 0 1 3 90 0.6%
群馬県 3 2 7 0 3 19 3 7 1 11 5 33 0 1 1 2 2 4 104 0.7%
埼玉県 2 12 30 1 8 132 15 13 6 21 18 262 7 10 4 19 16 43 619 4.4%
千葉県 2 8 32 2 10 110 10 53 13 27 8 266 19 6 13 13 19 48 659 4.7%
東京都 17 17 52 6 32 396 36 58 39 64 44 1,064 39 7 52 40 70 114 2,147 15.3%
神奈川県 4 8 51 5 10 135 25 6 22 30 8 310 56 3 15 22 25 58 793 5.7%
新潟県 4 5 22 3 1 55 8 3 6 19 16 164 13 3 4 7 6 21 360 2.6%
富山県 0 1 19 0 1 31 2 0 0 11 4 46 3 0 10 6 1 10 145 1.0%
石川県 3 2 22 2 3 53 9 7 0 19 4 62 6 1 1 12 5 3 214 1.5%
福井県 0 6 20 0 1 47 2 1 0 16 19 62 4 4 4 0 4 11 201 1.4%
山梨県 2 0 3 0 1 18 1 0 0 7 1 23 1 0 1 1 0 3 62 0.4%
長野県 0 0 16 0 3 49 2 1 0 24 7 118 4 6 2 5 4 6 247 1.8%
岐阜県 7 2 14 3 5 77 4 1 0 9 16 107 3 1 4 3 3 8 267 1.9%
静岡県 3 1 25 2 3 41 3 1 0 12 3 96 6 1 0 5 6 11 219 1.6%
愛知県 8 9 39 2 8 182 12 20 18 22 19 335 20 6 2 18 42 33 795 5.7%
三重県 2 1 11 1 0 16 0 0 0 8 7 30 3 1 0 0 3 4 87 0.6%
滋賀県 1 0 7 0 2 14 0 0 0 8 3 34 0 0 1 2 1 9 82 0.6%
京都府 3 0 19 0 0 35 1 0 1 8 11 58 5 0 0 8 2 6 157 1.1%
大阪府 11 8 34 2 22 296 18 20 8 26 12 503 71 9 10 39 27 47 1,163 8.3%
兵庫県 2 6 38 2 10 92 11 4 1 21 8 172 16 7 5 27 27 34 483 3.4%
奈良県 0 0 7 0 1 14 1 1 0 2 1 32 1 1 1 1 5 13 81 0.6%
和歌山県 0 0 6 0 3 11 1 0 0 5 1 12 0 0 0 0 0 5 44 0.3%
鳥取県 0 2 7 1 1 41 1 0 0 4 0 17 2 1 1 2 2 3 85 0.6%
島根県 3 2 18 1 3 67 1 0 1 8 4 32 5 0 0 1 0 4 150 1.1%
岡山県 3 2 19 1 0 43 4 2 4 10 9 62 2 0 0 7 4 9 181 1.3%
広島県 5 5 22 3 3 157 16 11 4 29 11 148 11 0 7 3 7 27 469 3.3%
山口県 0 1 19 2 1 39 6 17 0 21 5 53 2 1 0 7 1 7 182 1.3%
徳島県 0 1 3 2 0 18 4 0 0 4 0 17 2 1 1 0 4 3 60 0.4%
香川県 3 0 9 1 0 37 4 5 1 8 7 38 6 0 7 2 4 7 139 1.0%
愛媛県 0 0 7 1 1 30 1 0 2 3 5 31 8 4 0 1 3 2 99 0.7%
高知県 0 4 9 1 0 22 0 0 1 1 0 26 0 0 0 0 1 2 67 0.5%
福岡県 9 13 33 5 27 228 11 22 8 17 24 256 24 0 6 14 6 39 742 5.3%
佐賀県 1 3 8 0 0 18 0 0 0 5 1 24 0 0 3 1 0 5 69 0.5%
長崎県 1 1 14 2 1 23 0 0 1 15 2 26 4 0 0 0 1 4 95 0.7%
熊本県 2 0 18 4 1 51 0 0 0 11 10 25 0 0 0 0 1 1 124 0.9%
大分県 3 2 14 2 0 71 0 1 0 6 4 55 6 0 1 0 1 8 174 1.2%
宮崎県 3 0 9 0 2 38 1 0 0 13 3 30 1 2 1 0 2 2 107 0.8%
鹿児島県 0 5 11 0 3 89 0 2 1 8 6 37 0 0 2 1 2 7 174 1.2%
沖縄県 0 0 7 0 2 49 0 6 0 15 4 14 3 1 0 0 1 3 105 0.7%
国外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0.0%
合計 143 172 784 71 207 3,429 237 295 148 670 400 5,429 403 86 200 285 336 722 14,017 100%

構成比 1.0% 1.2% 5.6% 0.5% 1.5% 24.5% 1.7% 2.1% 1.1% 4.8% 2.9% 38.7% 2.9% 0.6% 1.4% 2.0% 2.4% 5.2% 100%

都道府県

勤　　　　務　　　　先　　　　業　　　　種

合計 比率


